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【小児医療費助成制】 

8月から中学 3年生までの 

所得制限等が撤廃に！ 

※入院の差額ベッド代や文書料、健康診断、選定療養費等、 

保険給付とならないものは、８月以降も助成対象外です。 

 立憲民主党横浜市会議員団が長年にわたり取り組んできた小児医療費の所得制限撤廃、完全無償

化が 8月よりスタートします。中学 3年生までが対象ですので、今後は 18歳までの無償化に向け

て要望を続けてまいります。 

 

 

 

５月 26日（金曜日）に、申請書を発送されました。申請書が届いたら 6月 30日(金曜日)までに

横浜市電子申請・届出システムまたは郵送（必着）で申請します。この日までに申請した人には、7月

下旬に医療証が発送されます。 

※５月３日（水曜日）以降に横浜市に転入手続き等をされた人は、申請書は発送されませんので、お

住まいの区役所保険年金課給付担当の窓口で申請をしてください。 

※期日を過ぎても申請はできますが、申請が遅れた場合は、医療証が 7月中に届かないことがあり

ます。 

お問い合わせ先   

「横浜市小児医療証発行事務処理センター」 

TEL：045-323-9407  FAX：045-323-9406  受付時間：9時～17時(月～金) 

 「泉区役所保険年金課給付担当」  TEL：045-800-2427 

新たに制度の対象となる人の申請手続き 

 

現在小児医療証を持っている人 原則として、申請手続きは必要ありません。 
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ふもと理恵事務所 

横浜市泉区中田東 3-15-9 

TEL・FAX 045-801-8739 
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横浜市会議員           

（泉区） 

31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在 5期目） 
【2023年度】 
常任委員会：政策・総務・財政委員会 副委員長 
特別委員会：デジタル化推進特別委員会 
会   派：団 長 
そ の 他：立憲民主党神奈川県連幹事長代理 
       〃  ジェンダー平等委員会事務局長  

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 

食育は「おいしい給食から」 

東京都足立区は、各学校に栄養士が配置されて､献立も食材購入も各

学校が独自で行います。「おいしさ」に学校間格差が出ないように密な情

報交換と給食指導員が小中学校 103校を巡回します。「ひと口目は野

菜から」を実践しながらの食育が行われています。栄養士の全校配置が

おいしい給食の肝だと思います。 

そして「ひと口目は野菜から」の実践は、区民に向けた「あだちベジタ

ベライフ」の推進にもつながっています。平成 25年に区民の健康寿命

が都の平均より 2歳短いことがわかり､糖尿病対策に焦点を絞り、野菜

を食べやすい環境づくりに取り組んできました。ベジタベライフ協力店は

827店にのぼります。 

説明と質疑が終わるとちょうどお昼。足立区役所 14階のレストラン

で、給食メニューが食べられます。そのときも「ひと口目は野菜から」

で！ 

 

取組みから見えた「生理の貧困」から「生理の安心」へ 

平和や国際的な連携を実践するユネスコスクールとして ESD活動

(持続可能な社会を創造していくことをめざす学習や活動)を推進し

ている横浜市立東高等学校へ行きました。 

ここにはサスティナブル研究部があり、地元商店街とのつながりか

ら生理の貧困解決のために動き出しました。寄付された生理用品をト

イレに置く取り組みを続け、男子部員もアイデアを出してともに考えて

います。女子生徒にトイレを案内してもらい､トイレの中で活動の様子

について質疑が続きました 

実は、思っていたより生理用品を利用する生徒は少ないようです。

家庭や自分で準備をする生徒が多いからだそうです。一方で取り組み

調査の結果、「今後も置いてあったら使ってみたいですか？」の問いに

100%の生徒が「はい」と答えています。学校生活に安心を求めてい

ることがわかります。サスティナブル研究部がこの取り組みをどのよ

うに続けていくのか､当たり前に女子トイレに生理用品がある学校へ

つながる提案や取り組みを待っています！ 
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